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三島町交通死亡事故ゼロ6000日達成！三島町交通死亡事故ゼロ6000日達成！

令和８年２月２日 午前０時に達成し、福島県交通対策協議会長（福島県知事）より
表彰され、２月９日に伝達式が行われました。
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12 月定例会のあらまし
１２月定例会は１１～１２日までの２日間開催され、条例制定3件・条例改正3件を可決
しました。
予算は令和７年度一般会計補正と特別会計３会計及び企業会計２会計、追加議案として条
例改正１件、一般会計補正と特別会計３会計及び企業会計１会計が町長より提出され、すべ
て原案のとおり可決しました。
また、諮問１件の同意した他、議員提出議案３件を可決し、可決された意見書を国関係機
関へ提出しました。

議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

５５

三島町企業版ふるさと納税基金条例
・�「三島町まち・ひと・しごと創生推進計画」に基づく地方創生事業を推進するため、
企業版ふるさと納税制度を活用して受け入れる寄附金を適正に管理・運用するこ
とを目的とし、本基金を設置するものである。

可決

５６

三島町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を定める条例
・�「こども誰でも通園制度」の本格実施に向け、法律に基づき町独自の設備・運営基準
を策定する。保育室の面積や職員配置、安全管理などの指針を明確に定めることで、
０歳６か月から満３歳未満の児童が安心して通える環境を確保することを目的とする。

可決

５７

三島町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定める条例
・�子ども・子育て支援法に基づき、市町村の確認を受けた事業者が遵守すべき運営
基準を定めるものである。利用定員の管理、利用者への面談実施、運営規程の整
備などの具体的指針を、国の基準を勘案しつつ地域の実情に合わせて制定し、適
正な事業運営を図る。

可決

５８

三島町ひとり親家庭医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例
・�令和７年９月に実施された福島県定期監査において、過去の制度改正が本条例に
反映されていない旨の指摘を受けたことから、現行の助成制度との整合を図り、
適正な事務執行を確保するために所要の改正を行うものである。

可決

５９

三島町地域支え合いサービス事業手数料条例の一部を改正する条例
・�支援隊（有償ボランティア）の高齢化や近年の豪雪といった実情に鑑み、当初手
作業を想定していた雪かき作業に機械の使用を可能とし、機械使用時の手数料を
定める改正を行うものである。

可決

６０

三島町火入れに関する条例の一部を改正する条例
・�令和７年の大船渡市大規模林野火災を受けた国の防災基本計画等の見直しに伴
い、本条例を改正するものである。林野火災注意報および警報が発令された際の
具体的な対応を明記し、県や関係機関との連携を強化することで、林野火災の未
然防止と防災体制の万全を期することを目的とする。

可決

６１ 令和７年度三島町一般会計補正予算 可決
６２ 令和７年度三島町国民健康保険特別会計補正予算 可決
６３ 令和７年度三島町介護保険特別会計補正予算 可決

【可決結果一覧と条例改正等の主な概要】
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議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

６４ 令和７年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算 可決

６５ 令和７年度三島町簡易水道事業会計補正予算 可決

６６ 令和７年度三島町下水道事業会計補正予算 可決

６７
職員の給与に関する条例の一部を改正する条例（追加議案）
・�県人事委員会勧告に基づき、給料表の改定および期末勤勉手相手の支給月数の引
き上げを行うことを目的とする。

可決

６８ 令和７年度三島町一般会計補正予算（追加議案）（※２に関連記事） 可決

６９ 令和７年度三島町国民健康保険特別会計補正予算（追加議案）（※２に関連記事） 可決

７０ 令和７年度三島町介護保険特別会計補正予算（追加議案）（※２に関連記事） 可決
７１ 令和７年度三島町後期高齢者医療特別会計補正予算（追加議案）（※２に関連記事） 可決
７２ 令和７年度三島町簡易水道事業会計補正予算（追加議案）（※２に関連記事） 可決
諮１ 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて（※１に関連記事） 同意
議２ 物価上昇に見合う年金引き上げを求める意見書の提出について 可決

議３ 「最低賃金を引き上げやすい環境整備のために、中小企業・小規模事業者支援の拡
充を求める意見書」の提出について 可決

議４ 「院所・事業所の継続とケア労働者が働き続けられる環境整備のため、診療報酬・
介護報酬など公定価格の引き上げを求める意見書」の提出について 可決

【12月定例会の一般会計補正予算の主な内容】
□議案第６１号補正総額 １９，９００千円（補正後 ２，８２１，０００千円）　

■歳　入
・国庫支出金（児童福祉費補助金）� １７０千円
・県支出金（民生福祉費負担金等・国勢調査委託金）� １９３千円
・繰入金（介護特別会計・財政調整基金）� １７，１３７千円
・町債（緊急防災・減債事業債）� ２，４００千円

■歳　出
・光ケーブ移設経費� ２，９０３千円
・大石田地区消雪ポンプ改修工事� ４，５００千円
・Ｊアラートアンテナ設置工事� ２，５００千円
・公営企業会計補助金（簡易水道・下水道）� ２，８６０千円

□議案第６８号補正総額 △２，０００千円（補正後 ２，８１９，０００千円）　
■歳　入
・繰入金（財政調整基金）� △２，０００千円

■歳　出
・各予算項目において人件費補正� △２，０００千円

□人事院勧告による人件費の補正 １０，７８５千円
（職員 ６，８１５千円、計年度任用職員 2，１６８千円）　（※２に関連記事）
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■�

一
般
会
計
補
正
予
算

質
疑
の
内
容

①�
歳
出
：
大
石
田
の
消
雪
ポ
ン

プ
改
修
工
事
に
つ
い
て
（
議

案
第
61
号
）

　
　
６
月
の
補
正
予
算
で
計
上

さ
れ
た
ポ
ン
プ
の
発
注
ミ

ス
に
よ
り
、
再
発
注
と
な
っ
た
。

降
雪
期
に
入
っ
て
い
る
が
、
工

事
の
完
了
時
期
と
住
民
生
活
へ

の
影
響
は
？

　
　
誤
発
注
を
深
く
お
詫
び
す

る
。
現
在
は
消
雪
が
使
え

な
い
区
間
を
代
替
措
置
と
し
て

除
雪
ド
ー
ザ
ー
で
対
応
し
、
地

区
の
協
力
を
得
て
空
き
地
に
排

雪
し
て
い
る
。
予
算
成
立
後
速

や
か
に
発
注
し
、
年
明
け
の
完

成
を
目
指
し
て
大
雪
に
備
え
た

い
。

②�

歳
出
：
道
路
橋
梁
総
務
費
の

減
額
理
由
に
つ
い
て
（
議
案

第
68
号
）

　
　
道
路
橋
梁
総
務
費
で
大
幅

な
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
具
体
的
な
内
容
は
？

　
　
主
な
要
因
は
人
件
費
の
減
。

職
員
1
名
の
給
与
配
分
を

問答問答

農
林
水
産
業
費
へ
変
更
し
た
こ

と
に
よ
り
、
当
初
予
定
の
３
名

か
ら
２
名
体
制
と
な
っ
た
た
め
、

給
与
や
手
当
が
減
少
し
た

【人権擁護委員について】※１
●三島町人権擁護委員に任命された方●
氏　　名 地　　区 備　　考

小　堀　庄太郎 西方 新任

国家公務員は、一般的なサラリーマンと違い、労働基本権の制約によって給与や勤務時
間、その他勤務条件の交渉ができません。そのため、給与など勤務条件に関して、第三者
機関の人事院が国会と内閣に必要な見直しを求める制度が人事院勧告です。公務員と民間
企業の従業員の給与水準を均衡させることを目的に、原則毎年実施されます。
地方公務員も国家公務員と同様に、労働基本権の制約があるため、地方公務員の給与や
勤務条件が社会情勢に適応するよう、人事委員会が設置されています。人事院勧告に準じ
て、福島県人事委員会は県議会及び知事に対し、職員の給与等に関する報告及び勧告を行
い、それに基づき各町村も対応します。
今回の勧告に従い、具体的には以下の改正が行われました。
◆若年層に重点を置きつつ、全ての号給の給料月額を２．９７％引き上げ、給料表を改正
◆期末、勤勉手当等も支給月を０．０５％引き上げ改正
　＊年度当初の４月に遡及し改正されます
昨年度や今年度は、民間給与から職員給与を差し引いた較差が大
きいため、改定率も大きくなっています。

詳しくは県のＨＰに
説明があります。

※２　議案第67号 職員の給与に関する条例の一部を改正する条例　解説

人事院勧告とは!?



三　島　町　議　会5 1月臨時会

【令和８年第１回臨時議会の開催について】
１月１６日（金）第１回議会臨時会が開催されました。執行部からの次の議案が提出されました。
議案
番号 議　　案　　名　　等 結果

１ 令和７年度三島町一般会計補正予算 可決

【令和８年第１回臨時議会補正予算の額】
（単位 : 千円）

会計区分 補正前予算 補正額 補正後予算

一般会計 ２，８１９，０００ ４９，０００ ２，８６８，０００

【一般会計補正予算の主な内容】
　■歳　入
・地方交付税（普通交付税）� ２，４４５千円
・総務費国庫補助金（重点支援地方交付金）�  ４４，４５５千円
　（食料品特別加算分５，７４２千円、推奨事業分３８，７１３千円）
・民生費国庫補助金（物価高対応子育て応援手当支給事業）�  ２，１００千円

■歳　出
・振興計画策定委託　�  △１，６１９千円
・三島町特産品魅力向上事業� ７００千円
・物価高対応子育て応援手当支給事業� ２，１００千円
　（児童手当給付対象児童に1人当たり２万円支給）
・重点支援地方交付金　�  ６，４２０千円
　（全町民に対して1人当たり現金５千円支給）
・桐の里商品券給付事業　� ４１，１９３千円
　（全町民に対して１人当たり商品券３万円分支給）

  三島町特産品魅力向上事業の目的

本町のふるさと納税事業における販路拡大を図るため、
専門的知見を有する中間管理事業者に業務を委託し、返
礼品の発掘・商品整備・事業者支援を一体的に推進する。
これにより、持続可能な返礼品運用体制を確立し、三島
町特産品の販路拡大および地域経済の活性化を目指しま
す。
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２議員が一般質問

─ 一般質問とは ─
議員が町の様々な課題について、施策の状況や将来の方針につい
て報告や説明を求めるとともに、議員自身の提案を行うことです。
議員にとってもっとも大事な発言の場です。
●事前の通告に基づき質問
質問者は、議長の許可を得て事前に執行者に通告した内容に沿っ
て質問します。
●持ち時間は 1時間以内
論点及び争点を明確にし、議論が深まるよう一問一答方式を採用
しており、答弁を含めて 1時間の時間内であれば何回でも質問す
ることができます。

ここでは、紙面の都合で議員の質問と答弁を要約した内容をお知らせしています。内
容は議員自らが編集しています（一人１ページ）。詳しくは、三島テレビの議会放送や
議事録をご覧ください。

●青木　喜章（７Ｐ）
・県立宮下病院移転後の跡地利活用について
・道路にかかる危険木の事前伐採の進行状況について
・宮下バイパスと宮下街中の間の杉の木伐採について

●大竹　克昌（８Ｐ）
・深刻化する有害鳥獣被害への対策と体制強化について

一 般 質 問一 般 質 問
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宮
下
バ
イ
パ
ス
と
街
中
の

杉
林
を
伐
採
し
、
景
観
の

改
善
や
町
の
明
る
さ
を
取
り
戻

す
べ
き
で
は
な
い
か
。
森
林
環

境
譲
与
税
な
ど
を
活
用
で
き
な

い
か
。

　
　
過
去
に
検
討
し
た
が
、
急

斜
面
で
の
作
業
コ
ス
ト
や

材
の
処
分
方
法
で
調
整
が
つ
か

ず
断
念
し
た
経
緯
が
あ
る
。

現
在
、
景
観
整
備
を
目
的
と

し
た
皆
伐
（
す
べ
て
切
り
倒
す

こ
と
）
に
使
え
る
補
助
金
が
な

い
。 問答

森
林
環
境
譲
与
税
の
活
用
も

検
討
課
題
だ
が
、
所
有
者
の
意

向
調
査
や
計
画
策
定
に
時
間
を

要
す
る
。
現
在
は
実
施
す
る
予

定
は
な
い
が
、
県
に
対
し
て
は

継
続
的
に
歩
道
整
備
や
景
観
改

─ �宮下病院跡地、令和8年度から「勉強会」で検討
開始

�県立宮下病院跡地の
利活用について

青木　喜章 議員

　
　
令
和
10
年
の
新
病
院
開
院

に
伴
い
、
旧
病
院
跡
地
の

利
活
用
を
ど
う
進
め
る
の
か
。

老
朽
化
が
懸
念
さ
れ
る
消
防
署

出
張
所
の
移
転
先
な
ど
も
含
め
、

早
期
の
検
討
が
必
要
で
は
な
い

か
。

　
　
跡
地
が
利
用
可
能
に
な
る

の
は
、
解
体
工
事
後
の
令

和
11
年
度
以
降
の
見
込
み
で
あ

る
。
町
と
し
て
は
令
和
8
年
度

よ
り
、
商
工
会
や
宮
下
地
区
の

方
々
、
さ
ら
に
次
世
代
を
担
う

小
中
学
生
な
ど
幅
広
い
世
代
が

参
加
す
る
「
勉
強
会
」
を
発
足

さ
せ
、
慎
重
に
検
討
を
進
め
て

い
く
。
消
防
署
の
移
転
提
案
に

つ
い
て
も
、
一
つ
の
考
え
方
と

し
て
受
け
止
め
る
。

問答

宮
下
バ
イ
パ
ス
と
街
中
の

杉
の
木
の
伐
採
に
つ
い
て

道
路
に
か
か
る
危
険
木
の
伐
採
に
つ
い
て

　
　
雪
に
よ
る
倒
木
停
電
や
交

通
障
害
が
後
を
絶
た
な
い
。

6
月
議
会
で
の
質
問
後
、
電
力

会
社
や
県
等
と
の
検
討
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
6
月
に
東
北
電
力
と
災
害

時
の
協
力
協
定
を
締
結
し
、

問答

既
に
桧
原
地
区
の
水
道
施
設
周

辺
な
ど
で
伐
採
を
実
施
し
た
。

所
有
者
が
不
明
、
ま
た
は
高

齢
で
管
理
不
能
な
木
が
増
え
て

い
る
。

道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て

危
険
箇
所
を
特
定
し
、
所
有
者

の
承
諾
を
得
な
が
ら
町
が
伐
採

す
る
。
ま
た
、
電
力
会
社
と
連

携
し
、
水
道
等
の
重
要
施
設
を

守
る
た
め
の
伐
採
を
優
先
的
に

協
議
・
実
施
し
て
い
く
。

今
回
の
質
問
を
終
え
て

　

地
域
の
将
来
を
決
め
る
跡
地

利
用
や
、
冬
の
安
全
を
守
る
伐

採
、
町
の
顔
と
な
る
景
観
整
備
。

い
ず
れ
も
「
前
向
き
な
検
討
」

を
さ
ら
に
一
歩
進
め
、
具
体
的

な
形
に
す
る
こ
と
を
町
に
強
く

求
め
ま
す
。

善
を
強
く
要
望
し
て
い
く
。宮下バイパス

（小学校向かい付近）



三　島　町　議　会 一般質問 8

ク
マ
被
害
対
策
パ
ッ
ケ
ー

ジ
へ
の
対
応
と
マ
ニ
ュ
ア

ル
作
成

　
　

 

国
の
「
ク
マ
被
害
対
策
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」
を
ど
う
認
識

し
、
町
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
整
備
や

資
機
材
確
保
を
ど
う
進
め
る
の

か
。

　
　
国
の
閣
議
決
定
に
基
づ
き
、

緊
急
・
短
期
・
中
期
の
三

段
構
え
で
対
応
す
る
。

令
和
7
年
度
中
に
「
緊
急
銃

猟
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
。
住

民
通
報
か
ら
避
難
誘
導
、
駆
除

ま
で
の
一
連
の
体
制
を
構
築
す

る
。安

全
確
保
の
た
め
、
登
下
校

時
の
バ
ス
送
迎
や
見
守
り
を
強

化
し
、
学
校
へ
ク
マ
対
策
ス
プ

レ
ー
を
配
備
し
た
。
来
年
度
は

専
門
員
に
よ
る
出
前
教
室
も
実

施
す
る
。

駆
除
体
制
の
強
化
：

専
門
員
の
継
続
雇
用
と
猟

友
会
支
援

　
　
捕
獲
の
担
い
手
不
足
が
懸

念
さ
れ
る
中
、
駆
除
方
針

や
支
援
策
を
ど
う
強
化
し
て
い

く
の
か
。

問答問

　
　
専
門
員
（
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
）と
し
て
現
在
の
鳥
獣

対
策
専
門
員（
地
域
お
こ
し
協
力

隊
）を
、
任
期
終
了
後
も
町
の「
会

計
年
度
任
用
職
員
」と
し
て
継
続

雇
用
し
、
体
制
を
維
持
す
る
。

猟
友
会
へ
の
支
援
と
し
て
令

和
６
年
度
よ
り
射
撃
訓
練
費
や

弾
代
の
補
助
を
増
額
し
、
捕
獲

報
償
金
も
引
き
上
げ
た
。
新
規

免
許
取
得
へ
の
支
援
も
継
続
す

る
。

�

現
場
の
状
況
：
ク
マ
捕
獲

数
は
過
去
最
多
の
40
頭

　
　

近
隣
町
村
の
被
害
状
況

と
、
町
内
で
の
出
没
実
態

は
。

　
　
11
月
末
現
在
、
三
島
町
で

は
過
去
最
多
の
40
頭
を
捕

獲
。
近
隣
4
町
村
（
三
島
・
柳

津
・
金
山
・
昭
和
）
合
計
で
256

頭
に
上
る
。

12
月
に
入
っ
て
も
子
グ
マ
の

足
跡
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
ま

だ
冬
眠
し
て
い
な
い
個
体
が
い

る
。熊

以
外
に
サ
ル
に
つ
い
て
も

10
〜
15
頭
の
群
れ
が
移
動
し
て

お
り
、
農
作
物
被
害
防
止
だ
け

答問答

で
な
く
観
光
客
へ
の
啓
発（
餌

付
け
禁
止
）も
強
化
し
て
い
る
。

予
防
対
策
：
果
樹
伐
採
と

電
気
柵
の
活
用

　
　
ク
マ
を
寄
せ
付
け
な
い
た

め
の
果
樹
伐
採
や
、
住
宅

を
守
る
電
気
柵
へ
の
補
助
は
ど

う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　
今
年
は
14
本
の
果
樹
を
伐

採
。
来
年
度
は
す
で
に
倍

以
上
の
26
本
の
要
望
が
あ
る
。

緊
急
時
の
対
応
に
つ
い
て
は
財

政
状
況
を
見
な
が
ら
検
討
す
る
。

電
気
柵
に
つ
い
て
は
、
地
区

問答

全
体
で
取
り
組
む
（
緩
衝
帯
整

備
＋
電
柵
）
場
合
は
10
分
の
10

（
全
額
）
補
助
の
対
象
と
な
る
。

個
別
の
住
宅
を
守
る
た
め
に
も
、

ま
ず
は
地
区
単
位
で
の
検
討
を

推
奨
し
た
い
。

今
回
の
質
問
を
終
え
て

　
人
的
被
害
を
絶
対
に
出
さ
な

い
た
め
、
国
・
県
の
財
政
支
援

を
強
く
求
め
る
と
と
も
に
、
空

き
家
の
管
理
や
冬
場
の
健
康
維

持
（
安
全
な
運
動
場
所
の
確

保
）
な
ど
、
多
角
的
な
対
策
を

求
め
ま
す
。

─ �駆除体制維持のため、専門員を継続する

深刻化する有害鳥獣被害への
対策と体制強化

大竹　克昌 議員

クマ捕獲状況

イノシシ捕獲状況



１番　浅見 凰花 議員

　

近
年
、
三
島
町
で
も
ク
マ
や
ニ
ホ

ン
ザ
ル
に
よ
る
被
害
が
増
え
て
い

ま
す
。
町
で
も
講
習
会
な
ど
の
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
依
然
と
し
て
被
害

が
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
私
は
特
に
ク
マ

へ
の
対
策
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

ク
マ
が
人
里
に
来
る
原
因
に
は
、
山

の
木
の
実
の
減
少
や
、
工
事
、
観
光
客

の
増
加
な
ど
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環

境
が
減
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
以
下
、
質

問
し
ま
す
。

１�　
ク
マ
が
山
で
食
べ
物
を
見
つ
け
ら

れ
る
よ
う
、
ブ
ナ
や
ナ
ラ
を
植
え
る

「
餌
資
源
の
回
復
」
を
目
的
と
し
た

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
考
え
は
あ

り
ま
す
か
。
こ
れ
は
災
害
防
止
や
観

光
資
源
の
価
値
向
上
に
も
つ
な
が
る

と
思
い
ま
す
。

問

２�　
人
間
の
生
活
エ
リ
ア
と
野
生
動
物

の
生
息
地
を
明
確
に
分
け
る
た
め
、

出
没
が
多
い
山
へ
の
立
ち
入
り
制
限

や
、
電
気
柵
の
設
置
を
強
化
す
る
考

え
は
あ
り
ま
す
か
。

３�　
単
に
「
動
物
が
悪
い
」
と
考
え
る

の
で
は
な
く
、「
人
と
自
然
が
共
に

生
き
て
い
け
る
環
境
」
を
ど
う
作
る

か
と
い
う
視
点
が
必
要
で
す
。
将
来

に
向
け
た
町
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　
　
一
点
目
の
森
林
再
生
に
つ
い
て
で

す
が
、
現
在
は
ブ
ナ
等
を
植
え
る

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
か
つ
て
「
里
山
」
は
炭
焼
き

な
ど
で
利
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
人
里
と

の
境
界
線
の
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
は
燃
料
の
変
化
や
病
害
虫
で

里
山
が
荒
れ
、
ク
マ
の
餌
不
足
を
招
い

て
い
ま
す
。
こ
の「
里
山
」
を
再
生
し
、

人
間
と
ク
マ
の
住
む
「
奥
山
」
を
分
け

る
こ
と
が
重
要
だ
と
考
え
ま
す
。

二
点
目
の
エ
リ
ア
分
け
に
つ
い
て
は
、

山
は
私
有
地
が
多
い
た
め
立
ち
入
り
制

限
は
難
し
い
で
す
が
、
注
意
喚
起
は
徹

底
し
ま
す
。
ま
た
、
電
気
柵
の
補
助
に

加
え
、
昨
年
か
ら
福
島
大
学
と
連
携
し

答

人
と
動
物
が
共
に
安
全
に
暮
ら
せ
る
町
づ
く
り

三　島　町　議　会9 三島町次世代の議会　令和７年１１月２７日、今年で７回目となる「三島
町次世代の議会」が開催され、今年も三島中学校３年
生と三島小学校６年生が議員として、５年生は傍聴者
として参加しました。
　総合学習で学んだ町づくりに関することを、小・中
学生の視点でグループごとにまとめ、代表者５名が議
員として質問・提言を行いました。
　実際の議会と変わらぬ緊張感の中、町当局と将来の
三島町について真剣な議論がなされました。

議長　布川　芽依さん議長　布川　芽依さん

三島町
次世代の議会
～私たちの未来の三島町のために～



「
緩か

ん
し
ょ
う
た
い

衝
帯
」
の
整
備
を
始
め
ま
し
た
。

草
を
刈
っ
て
見
通
し
を
良
く
し
、
動
物

が
隠
れ
る
場
所
を
な
く
す
こ
と
で
人
里

へ
の
侵
入
を
防
ぐ
も
の
で
す
。

三
点
目
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
、
野

生
動
物
は
法
律
で
保
護
さ
れ
て
お
り
、

適
正
に
管
理
し
つ
つ
共
存
を
図
っ
て
い

ま
す
。
目
先
の
対
策
だ
け
で
な
く
、
町

民
や
専
門
家
、
猟
友
会
と
協
力
し
て
里

山
を
手
入
れ
し
、
後
世
ま
で
動
物
と
共

生
で
き
る
森
づ
く
り
を
長
期
的
な
視
点

で
進
め
ま
す
。

再
質
問

　
駆
除
や
追
い
払
い
と
い
っ
た
対
策

だ
け
で
は
、
根
本
的
な
解
決
に
な

っ
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。
答
弁
に
あ

っ
た
「
里
山
の
利
用
」
に
つ
い
て
も
、

人
口
が
減
っ
て
い
る
今
、
昔
の
よ
う
に

人
が
手
を
入
れ
る
の
は
難
し
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
限
ら
れ
た
人
手
で

ど
う
維
持
し
て
い
く
の
か
、
お
考
え
を

伺
い
ま
す
。
ま
た
、
効
果
的
だ
と
い
う

「
緩
衝
帯
」
の
取
り
組
み
を
ど
う
広
げ

て
い
く
の
か
、
さ
ら
に
、
住
民
が
ク
マ

を
正
し
く
理
解
す
る
た
め
の
ポ
ス
タ
ー

作
成
や
学
校
で
の
教
育
、
多
世
代
が
参

加
し
や
す
い
講
習
会
の
開
催
な
ど
、
意

識
を
高
め
る
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問

　
人
手
不
足
の
中
で
の
里
山
維
持
で

す
が
、
例
え
ば
「
西
方
の
大
林
ふ

る
さ
と
の
山
」
で
は
、
地
区
住
民
が
イ

ベ
ン
ト
や
手
入
れ
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

町
は
こ
れ
を
補
助
金
で
支
援
す
る
と
と

も
に
、
今
後
は
S
N
S
等
で
町
外
か
ら

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
る
な
ど
、
都
市

部
と
の
交
流
を
含
め
た
新
し
い
支
援
の

形
を
検
討
し
、
関
心
を
広
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。次
に「
緩
衝
帯
」

の
整
備
に
つ
い
て
は
、
地
区
で
行
う
恒

例
の
草
刈
り
の
際
、
動
物
の
通
り
道
ま

で
範
囲
を
広
げ
て
実
施
で
き
る
よ
う
、

補
助
制
度
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
電
気

柵
と
の
組
み
合
わ
せ
で
、
よ
り
侵
入
防

止
効
果
を
高
め
ま
す
。
意
識
啓
発
に
つ

い
て
は
、
学
校
の
授
業
で
デ
ザ
イ
ン
し

た
ポ
ス
タ
ー
を
看
板
に
す
る
な
ど
、
子

ど
も
た
ち
の
力
を
借
り
る
こ
と
は
大
変

有
効
で
す
。
町
の
鳥
獣
専
門
員
に
よ
る

「
出
前
授
業
」
も
、
教
育
委
員
会
と
相

談
し
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
今
年
３
月
に
は
福
島
大
学
と

実
践
報
告
会
を
開
催
し
、
多
く
の
意
見

交
換
が
で
き
ま
し
た
。
来
年
３
月
に
も

最
新
の
対
策
を
報
告
す
る
会
を
計
画
し

て
い
ま
す
。
幅
広
い
世
代
が
参
加
し
や

す
い
環
境
を
作
り
、
正
し
い
知
識
を
共

有
し
な
が
ら
、
里
山
を
生
か
し
た
住
み

分
け
を
共
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

答

て
い
ま
す
。

２番　石岡 健志郎 議員

　

三
島
町
で
は
約
70
年
以
上
に
わ
た

っ
て
人
口
減
少
が
続
い
て
お
り
、

こ
の
ま
ま
で
は
地
域
の
維
持
や
行
政
サ

ー
ビ
ス
の
継
続
が
難
し
く
な
る
こ
と
が

心
配
さ
れ
ま
す
。
特
に
若
い
世
代
の
流

出
と
、
移
住
者
の
少
な
さ
が
課
題
で
す
。

町
が
活
力
を
保
ち
続
け
る
た
め
に
は
、

若
い
世
代
を
町
外
か
ら
呼
び
込
み
、
定

着
を
促
す
取
り
組
み
が
不
可
欠
だ
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
、
以
下
の
点
に
つ
い

て
質
問
し
ま
す
。

１�　
若
い
世
代
を
呼
び
込
む
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
を

行
い
、
そ
の
成
果
や
課
題
を
ど
う
評

価
し
て
い
ま
す
か
。

２�　
「
三
島
町
に
住
み
続
け
た
い
」「
こ

問

の
町
で
生
き
て
い
き
た
い
」
と
思
え

る
魅
力
的
な
町
を
つ
く
る
た
め
に
、

今
後
、
町
と
し
て
最
も
力
を
入
れ
て

い
く
分
野
は
何
で
す
か
。

　
　
一
点
目
の
「
若
い
世
代
を
呼
び
込

む
取
り
組
み
」
に
つ
い
て
は
、
大

き
く
分
け
て
三
つ
の
柱
で
進
め
て
き
ま

し
た
。
一
つ
目
は
仕
事
の
サ
ポ
ー
ト
で

す
。
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
募
集
や
、

起
業
・
雇
用
創
出
へ
の
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
二
つ
目
は
移
住
相
談
と
住
ま

い
の
整
備
で
す
。
空
き
家
バ
ン
ク
の
活

用
や
改
修
費
の
補
助
、
町
営
住
宅
の
整

備
を
進
め
て
い
ま
す
。
三
つ
目
は
子
育

て
支
援
で
す
。
保
育
料
や
学
校
給
食
費

の
無
料
化
、
町
営
バ
ス
の
無
料
化
な
ど
、

生
活
負
担
を
減
ら
す
施
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
結
果
、
約
30
世
帯
が

移
住
し
、
そ
の
う
ち
約
10
世
帯
が
定
住

に
至
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
せ
っ
か
く

移
住
し
て
も
再
び
転
出
し
て
し
ま
い
、

定
着
率
が
十
分
で
な
い
こ
と
が
大
き
な

課
題
で
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
施
策

が
移
住
者
側
に
偏
り
、
今
住
ん
で
い
る

答

住
み
た
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
町
づ
く
り
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３番　二瓶 伸悟 議員

　

三
島
町
で
は
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
が
進
み
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
観
光
客
も
減
少
し
ま
し
た
。
一
方

で
、
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
で
の
イ
ベ
ン
ト

告
知
や
伝
統
工
芸
品
の
オ
ン
ラ
イ
ン
販

売
な
ど
、
新
し
い
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
三
島
町
に
と

っ
て
、
S
N
S
や
動
画
配
信
は
町
の
未

来
を
支
え
る
鍵
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

伝
統
工
芸
や
自
然
、
食
を
体
験
で
き
る

「
ロ
ー
カ
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
」
の
企
画
や
、

Y
o
u
T
u
b
e
シ
ョ
ー
ト
、
T
i
k

T
o
k
な
ど
の
短
尺
動
画
を
活
用
し
て

魅
力
を
伝
え
る
こ
と
で
、
観
光
客
や
移

問

住
・
関
係
人
口
の
拡
大
に
つ
な
げ
ら
れ

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
こ
で
、

以
下
の
点
に
つ
い
て
質
問
し
ま
す
。

１�　
町
と
し
て
現
在
ど
の
よ
う
に
S
N

S
や
動
画
を
活
用
し
、
そ
の
成
果
や

課
題
を
ど
う
分
析
し
て
い
ま
す
か
。

ま
た
、
今
後
の
発
信
戦
略
を
教
え
て

く
だ
さ
い
。

２�　
S
N
S
や
動
画
は
、
町
民
自
身
が

町
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
誇
り
を
持

つ
き
っ
か
け
に
も
な
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
、
こ
の
発
信
を
ど
の
よ
う

な
形
に
発
展
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す

か
。

　
　
一
点
目
の
現
状
に
つ
い
て
で
す
が
、

現
在
は
観
光
協
会
や
生
活
工
芸

館
、道
の
駅
な
ど
の
各
施
設
が
連
携
し
、

F
a
c
e
b
o
o
k
、
X
（
旧
T
w
i
t
t

e
r
）、
I
n
s
t
a
g
r
a
m
な
ど
で
情

報
発
信
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
町
外
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
と
い

う
成
果
が
あ
る
一
方
、
専
門
的
な
発
信

答

S
N
S
や
動
画
配
信
を
活
用
し
た
観
光
・
情
報
発
信

「
定
住
者
」
の
視
点
に
立
っ
た
支
援
が

不
十
分
だ
っ
た
こ
と
も
反
省
点
と
し
て

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

二
点
目
の
「
最
も
力
を
入
れ
る
分
野
」

で
す
が
、
本
町
が
最
も
大
切
に
す
る
の

は
「
関
係
人
口
」
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

三
島
町
に
は
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
で
培

わ
れ
た
、
町
外
の
方
を
温
か
く
迎
え
る

心
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
地
域
の
温
か

さ
」
と
い
う
魅
力
を
守
り
な
が
ら
、
町

に
関
わ
る
人
を
増
や
し
、
そ
れ
が
最
終

的
に
「
住
ん
で
み
た
い
」「
住
み
続
け
た

い
」
と
い
う
決
断
に
つ
な
が
る
よ
う
、

転
出
を
防
ぐ
施
策
と
あ
わ
せ
て
力
を
入

れ
て
い
き
ま
す
。

再
質
問

　

答
弁
の
中
で
、「
移
住
者
の
定
着

率
が
十
分
で
は
な
い
」
こ
と
が
課

題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
に
つ
い
て
、
町
と
し
て
ど
の
よ
う
な

原
因
を
把
握
し
、
対
策
を
検
討
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
移
住
者
の

受
け
入
れ
に
重
点
を
置
く
一
方
で
、
定

住
者
の
視
点
に
立
っ
た
施
策
が
十
分
で

は
な
か
っ
た
と
い
う
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
移
住
者
と
定
住
者
の
双
方
が
暮
ら

し
や
す
い
町
に
す
る
た
め
に
、
具
体
的

に
ど
の
よ
う
な
「
双
方
向
の
支
援
」
を

強
化
し
て
い
く
考
え
か
、
お
伺
い
し
ま

問

す
。

　
定
着
率
が
低
い
理
由
で
す
が
、
転

出
さ
れ
る
方
の
多
く
は
20
代
か
ら

50
代
の
現
役
世
代
で
す
。
お
話
を
伺
う

と
「
自
分
に
合
う
仕
事
の
選
択
肢
が
少

な
い
」
こ
と
や
、「
地
域
の
人
と
つ
な
が

る
機
会
が
少
な
く
、
寂
し
さ
を
感
じ
る
」

と
い
っ
た
声
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
へ

の
対
策
と
し
て
、
ま
ず
は
就
労
支
援
の

強
化
で
す
。
無
料
職
業
紹
介
所
の
機
能

を
高
め
、
安
心
し
て
働
き
続
け
ら
れ
る

環
境
を
整
え
ま
す
。
ま
た
、
地
域
行
事

へ
の
参
加
サ
ポ
ー
ト
や
移
住
者
同
士
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り
を
進
め
、
町
に
馴

染
み
や
す
く
す
る
工
夫
を
し
て
い
き
ま

す
。「

双
方
向
の
支
援
」
に
つ
い
て
は
、

以
下
の
三
つ
の
視
点
で
進
め
ま
す
。
一

つ
目
は
、
今
お
住
ま
い
の
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
丁
寧
に
伺
う
こ
と
で
す
。
子

育
て
、
交
通
、
地
域
行
事
な
ど
、
生
活

に
密
着
し
た
課
題
を
解
決
し
、
暮
ら
し

や
す
さ
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
二
つ
目
は
、

移
住
者
と
定
住
者
が
自
然
に
関
わ
り
合

え
る
場
を
増
や
す
こ
と
で
す
。
お
互
い

に
助
け
合
え
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し

ま
す
。
三
つ
目
は
、
町
の
課
題
を
全
員

で
考
え
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
で
す
。

空
き
家
活
用
や
防
災
、
観
光
な
ど
、
立

場
を
問
わ
ず
メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
取
り
組

答

み
を
「
協
働
」
し
て
進
め
ま
す
。
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
移
住
者
も

定
住
者
も
「
こ
の
町
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
思
え
る
、
安
全
で
安
心
な
三
島

町
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
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窓
口
や
体
制
が
十
分
に
整
っ
て
お
ら
ず
、

現
在
、
町
は
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
中

心
と
な
っ
て
い
る
点
が
課
題
で
す

二
点
目
の
発
信
戦
略
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
は
、
現
代
に
お
い
て
S
N
S

活
用
は
不
可
欠
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

今
後
は
、
特
に
若
者
や
移
住
希
望
者
が

求
め
る
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
情
報
」
の

発
信
を
強
化
し
ま
す
。
三
島
町
の
魅
力

を
多
角
的
な
視
点
か
ら
伝
え
る
た
め
の

体
制
づ
く
り
を
検
討
し
、
内
容
・
方
法

と
も
に
充
実
さ
せ
ま
す
。

再
質
問

　

答
弁
の
中
で
、「
専
門
的
な
窓
口

や
体
制
が
ま
だ
整
っ
て
い
な
い
」

と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

お
聞
き
し
ま
す
。

１�　
S
N
S
や
動
画
制
作
を
専
門
に
担

当
す
る
人
を
置
く
こ
と
や
、
外
部
の

方
と
連
携
す
る
仕
組
み
な
ど
、
現
時

点
で
検
討
し
て
い
る
具
体
策
は
あ
り

ま
す
か
。

２�　
答
弁
に
あ
っ
た
「
様
々
な
角
度
か

ら
伝
え
る
体
制
」
と
は
、
ど
の
よ
う

な
イ
メ
ー
ジ
で
し
ょ
う
か
。
若
い
人

の
視
点
、
移
住
者
の
視
点
、
観
光
客

の
視
点
な
ど
、
ど
の
よ
う
な
立
場
の

意
見
を
取
り
入
れ
て
い
く
の
か
詳
し

く
教
え
て
く
だ
さ
い
。

問

　
一
点
目
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

で
す
が
、
三
つ
の
具
体
策
を
検
討

し
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
専
門
人
材

の
確
保
と
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
整
備
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
つ
つ
効
果
的
な
運
用

を
行
う
た
め
、
専
任
担
当
者
の
配
置
や

プ
ロ
の
協
力
を
得
る
仕
組
み
を
作
り
ま

す
。
二
つ
目
は
、
外
部
ク
リ
エ
イ
タ
ー

や
大
学
と
の
連
携
で
す
。
若
い
世
代
の

感
性
を
取
り
入
れ
、
よ
り
魅
力
的
な
動

画
制
作
を
目
指
し
ま
す
。
三
つ
目
は
、

各
施
設
と
の
役
割
分
担
の
整
理
で
す
。

情
報
の
重
複
や
漏
れ
が
な
い
よ
う
、
町

全
体
で
分
か
り
や
す
い
発
信
体
制
を
整

え
ま
す
。

二
点
目
の
「
様
々
な
角
度
」
の
イ
メ

ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
多
様
な
立
場
の
視

点
を
融
合
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま

す
。若

者
の
視
点
と
し
て
学
生
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
同
世
代
が
「
見
た
い
」
と

思
う
企
画
を
考
え
ま
す
。

観
光
客
の
視
点
と
し
て
訪
れ
た
方
が

撮
影
し
た
写
真
な
ど
を
通
じ
、
地
元
の

人
が
気
づ
か
な
い
魅
力
を
再
発
見
し
ま

す
。移

住
者
の
視
点
と
し
て
移
住
の
決
め

手
や
不
足
し
て
い
た
情
報
な
ど
、
移
住

者
な
ら
で
は
の
気
づ
き
を
反
映
さ
せ
ま

す
。 答

町
民
の
視
点
と
し
て
長
く
住
む
方
の

伝
統
へ
の
誇
り
や
、
安
心
・
安
全
の
た

め
の
生
活
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
多
様
な
声
を
取
り
入

れ
な
が
ら
「
行
っ
て
み
た
い
」「
住
み

続
け
た
い
」
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

な
、
三
島
町
の
魅
力
を
多
角
的
に
伝
え

る
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

５番　鈴木 秀生 議員

　

第
５
次
三
島
町
振
興
計
画
に
あ
る

よ
う
に
、
観
光
客
や
移
住
者
を
増

や
す
た
め
に
は
、
三
島
町
の
よ
さ
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
令
和
２
年
の
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
本
町
の
魅
力
と
し
て
「
編
み

組
細
工
な
ど
の
伝
統
工
芸
」
が
最
も
多

く
、
次
い
で
「
豊
か
な
自
然
環
境
や
観

光
資
源
」「
地
域
に
根
付
い
た
生
活
文

化
や
伝
統
行
事
」
と
い
う
回
答
を
得
ま

し
た
。
こ
れ
ら
が
三
島
町
の
良
さ
を
象

問答

徴
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
れ
ら
を
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
に

主
に
三
つ
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
一
点
目
は
、
来
場
者
１
万
人
を
超

え
る
「
工
人
ま
つ
り
」
や
移
住
体
験
ツ

ア
ー
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
で
す
。
二

点
目
は
、
観
光
協
会
を
中
心
と
し
た

S
N
S
に
よ
る
情
報
発
信
。
三
点
目

は
、
首
都
圏
に
お
住
ま
い
の
「
特
別
町

民
」
の
皆
様
へ
の
継
続
的
な
情
報
提
供

で
す
。
今
後
も
こ
れ
ら
の
活
動
を
積
極

的
に
展
開
し
、「
住
み
続
け
た
い
ふ
る

さ
と
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

再
質
問

　
私
た
ち
５
・
６
年
生
は
、
昨
年
度

の
議
会
で
提
案
し
た
「
伝
統
工
芸

ガ
チ
ャ
（
三
島
ガ
チ
ャ
）」
を
実
現
す

る
た
め
、
生
活
工
芸
館
の
方
々
に
教
わ

り
な
が
ら
、
ヤ
マ
ブ
ド
ウ
の
ス
ト
ラ
ッ

プ
や
、
桐
の
美
し
い
木
目
を
活
か
し
た

問

三
島
町
の
よ
さ
を
P
R
す
る
取
り
組
み
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６番　若林 晴琉 議員

　

第
５
次
三
島
町
振
興
計
画
に
あ
る

よ
う
に
、
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ

と
を
作
る
た
め
に
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
く
、
喜
び
の
あ
る
町

を
作
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

町
と
し
て
現
在
、
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

　
　
町
で
は
、
全
て
の
世
代
が
こ
の
町

で
楽
し
く
、
喜
び
を
感
じ
る
暮
ら

し
を
送
れ
る
よ
う
、
七
つ
の
基
本
目
標

を
掲
げ
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
若

手
の
育
成
や
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る

「
交
流
促
進
」、
安
心
な
環
境
を
整
え
る

「
子
育
て
支
援
」、
地
域
と
連
携
し
た

「
学
校
教
育
」
の
充
実
で
す
。
ま
た
、

問答

「
移
住
・
定
住
」
の
促
進
に
よ
る
活
気

あ
る
町
づ
く
り
、
健
康
寿
命
を
延
ば
す

た
め
の
「
健
康
づ
く
り
」、
高
齢
者
や

障
が
い
者
が
自
立
し
て
暮
ら
せ
る
「
福

祉
の
基
盤
づ
く
り
」、
そ
し
て
持
続
可

能
な
「
医
療
体
制
の
確
保
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
時
代
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
し
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
自
主
的

な
活
動
を
町
が
支
援
し
、
誰
も
が
安
心

し
て
つ
な
が
り
を
持
ち
、
心
身
と
も
に

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
ふ
る
さ
と
の
実
現

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

再
質
問

　
三
島
町
が
住
み
続
け
た
い
場
所
で

あ
る
た
め
に
は
、
便
利
さ
だ
け
で

な
く
「
楽
し
い
町
」
で
あ
る
こ
と
が
大

切
だ
と
考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
が

自
然
に
親
し
み
な
が
ら
楽
し
く
遊
び
、

健
康
づ
く
り
が
で
き
る
場
を
作
る
の
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
現
在
、
宮
下
病

院
が
移
転
す
る
こ
と
に
伴
い
、
町
民
運

動
場
が
使
え
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ

問

楽
し
く
触
れ
合
い
、
健
康
と
き
ず
な
を
深
め
る
取
り
組
み

パ
ズ
ル
な
ど
の
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
自
分
た
ち
が
町
の
た
め
に
で
き
る
こ

と
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
提
案
が
あ
り

ま
す
。「
工
人
ま
つ
り
」
や
「
て
わ
っ

さ
の
里
ま
つ
り
」
に
、
私
た
ち
小
学
生

が
参
加
・
協
力
で
き
る
仕
組
み
を
作
っ

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、

看
板
作
り
へ
の
参
加
や
、
自
分
た
ち
で

「
三
島
ガ
チ
ャ
」
の
お
店
を
出
し
て
対

面
販
売
を
し
た
り
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
っ
て
直
接
Ｐ
Ｒ
し
た
り
す
る
活
動
で

す
。次

に
、
Ｐ
Ｒ
方
法
に
つ
い
て
の
提
案

で
す
。
修
学
旅
行
で
行
っ
た
東
京
で

は
、
多
く
の
場
所
で
多
言
語
の
案
内
を

見
か
け
ま
し
た
。
三
島
町
で
も
英
語
や

中
国
語
で
の
発
信
に
力
を
入
れ
て
は
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
S
N
S
の
ハ
ッ
シ
ュ

タ
グ
（
＃
）
を
多
言
語
に
し
た
り
、
案

内
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
多
言
語
化

し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
私
た
ち
町
民
が
簡
単
な
英

語
で
あ
い
さ
つ
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
も
、
海
外
の
方
へ
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
一
点
目
の
、
工
人
ま
つ
り
へ
の
小

学
生
の
皆
さ
ん
の
参
加
に
つ
い
て

で
す
。
三
島
町
を
良
く
し
た
い
と
い
う

答

熱
い
思
い
に
心
よ
り
感
謝
し
ま
す
。
皆

さ
ん
が
一
生
懸
命
制
作
し
た
「
三
島
ガ

チ
ャ
」
は
、
町
に
と
っ
て
大
き
な
力
で

す
。
工
人
ま
つ
り
な
ど
は
作
り
手
と
使

う
人
が
触
れ
合
う
大
切
な
お
祭
り
で
す

の
で
、
皆
さ
ん
が
お
店
を
出
し
た
り
、

看
板
づ
く
り
に
関
わ
っ
た
り
す
る
と
い

う
提
案
は
、
大
変
す
ば
ら
し
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
安
全
面
や
準
備
な
ど
、
工

人
ま
つ
り
実
行
委
員
会
と
相
談
し
な
が

ら
、
皆
さ
ん
の
力
を
借
り
ら
れ
る
仕
組

み
を
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

二
点
目
の
多
言
語
Ｐ
Ｒ
に
つ
い
て
も
、

修
学
旅
行
で
の
気
づ
き
を
活
か
し
た
素

晴
ら
し
い
提
案
で
す
。
町
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
は
多
言
語
対
応
を
し
て
い
ま
す
が
、

ご
指
摘
の
通
り
S
N
S
で
の
発
信
や
ハ

ッ
シ
ュ
タ
グ
の
工
夫
は
、
海
外
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
た
め
に
非
常
に
効
果
的

で
す
。
現
在
、
発
信
体
制
を
整
え
て
い

る
段
階
で
す
が
、
今
後
、
皆
さ
ん
や
学

校
、
地
域
の
方
々
と
協
力
し
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

案
内
看
板
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
多
言

語
化
も
、
で
き
る
も
の
か
ら
順
次
進
め

ま
す
。
ま
た
、
町
民
が
英
語
で
あ
い
さ

つ
を
交
わ
す
こ
と
は
、
海
外
の
方
に
安

心
感
を
与
え
る
最
高
の
お
も
て
な
し
で

す
。
皆
さ
ん
の
提
案
は
三
島
町
の
未
来

に
と
っ
て
大
切
な
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
一
緒
に
三
島
町
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
。
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で
、
取
り
壊
し
予
定
の
宮
下
病
院
の
跡

地
に
、
町
民
が
楽
し
く
集
え
る
公
園
を

作
る
こ
と
を
提
案
し
ま
す
。
三
島
の
豊

か
な
森
林
を
活
か
し
た
ア
ス
レ
チ
ッ
ク

や
、
お
年
寄
り
が
楽
し
め
る
ゲ
ー
ト
ボ

ー
ル
場
、
芝
生
、
ベ
ン
チ
な
ど
を
作
れ

ば
、
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
が

集
い
、
会
話
を
楽
し
め
る
場
所
に
な
り

ま
す
。
こ
れ
は
町
外
か
ら
の
集
客
に
も

つ
な
が
る
は
ず
で
す
。

ま
た
、「
三
島
町
き
ず
な
ス
ポ
ー
ツ

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
、
地
域
の
人
が

幅
広
く
参
加
で
き
る
町
民
運
動
会
に
す

る
の
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
午
前
中

は
こ
れ
ま
で
通
り
保
小
中
の
行
事
と

し
、
午
後
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
、
ヨ
ガ
、

ボ
ッ
チ
ャ
な
ど
誰
で
も
楽
し
め
る
競
技

を
行
い
ま
す
。
お
昼
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

や
出
店
を
呼
べ
ば
、
よ
り
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
ら
し
く
な
り
、
町
民
同
士
の
交
流

が
深
ま
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
　
一
点
目
の
、
公
園
づ
く
り
の
提
案

に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。
三
島

町
の
将
来
を
丁
寧
に
考
え
て
く
れ
た
こ

と
に
感
謝
し
ま
す
。
病
院
跡
地
に
多
世

代
が
集
う
公
園
を
作
る
と
い
う
ア
イ
デ

ア
は
、
大
変
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。

お
話
の
通
り
、「
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所
」

や
「
人
と
つ
な
が
れ
る
場
所
」
が
あ
る

答

こ
と
は
、
住
み
続
け
た
い
町
で
あ
る
た

め
に
不
可
欠
で
す
。
跡
地
の
利
用
に
つ

い
て
は
こ
れ
か
ら
検
討
を
始
め
る
と
こ

ろ
で
す
の
で
、
今
回
い
た
だ
い
た
提
案

を
大
切
な
意
見
と
し
て
受
け
止
め
、
今

後
の
計
画
に
し
っ
か
り
活
か
し
ま
す
。

二
点
目
の
、
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
の
充
実
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま
す
。

午
後
か
ら
多
世
代
が
楽
し
め
る
競
技
を

取
り
入
れ
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
で
盛

り
上
げ
る
と
い
う
発
想
は
、
町
を
元
気

に
す
る
素
晴
ら
し
い
も
の
で
す
。
一
方

で
、
運
営
ス
タ
ッ
フ
の
不
足
や
参
加
者

の
高
齢
化
な
ど
、
大
規
模
な
イ
ベ
ン
ト

を
維
持
す
る
た
め
の
課
題
も
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
生
ま

れ
る
住
民
の
一
体
感
や
、
世
代
を
超
え

た
交
流
は
三
島
町
に
と
っ
て
極
め
て
大

切
な
視
点
で
す
。
今
回
い
た
だ
い
た
ア

イ
デ
ア
を
参
考
に
、
地
域
の
団
体
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得
る
な
ど
し
て
、

実
現
で
き
る
形
を
前
向
き
に
検
討
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
も
、
町
を
よ
り
楽
し
く
す
る
た
め
の

意
見
を
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。
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三島町次世代の議会議員（三島中３年、三島小６年）
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請願・陳情とは!?

請
せい

願
がん

は、国や地方公共団体などの公共機関に対し、その所管する事務について、
文書で意見や要望（「○○してほしい」「○○はやめてほしい」など）を伝える制度
で、日本国憲法で基本的人権の1つとして保障されており、誰でも、１人でも請願
をすることができます。
請願を提出する際は、必ず議員１名以上の紹介が必要です。

陳
ちん

情
じょう

や要望書などこれに類するもの
は、請願と違い法的保護を受けるわけ
ではありませんが、「議長が必要がある
と認めるものは、請願書の例により処
理するものとする」とされおり、三島
町では請願と同様に扱っています。

【提出の方法】
◆�請願書・陳情書等の様式は特に定めはありませんが、請願の趣旨、提出年月日、
請願者の住所及び氏名（法人の場合にはその名称及び代表者の氏名）を記載し、
押印してください。
◆�請願書の表紙に、請願を紹介する議員署名又は記名押印してください。陳情、要
望には、紹介議員は必要ありません。
◆�提出は、開庁時間(平日８：３０～１７：１５)に議会事務局へ、直接ご持参くだ
さい。郵送は受け付けておりません。

【請願・陳情等の取り扱い】
◆�各定例会（３、６、９、１２月）の議会運営委員会の開催までに受理したものを
当該定例会において審議します。
◆�提出された請願等は議会において審議され、審議の結果（採択／不採択）を請願
者にお知らせいたします。
◆�願意が妥当であると認められ、 本会議で採択された場合、国や県、町など関係
執行機関に送付され、その対応が求められます。

疑問等がありましたら、お気軽に議員や議会事務局へ
お問合せください。

◇ 日本国憲法第16条 ◇
何人も、損害の救済、公務員の罷
免、法律、命令又は規則の制定、廃
止又は改正その他の事項に関し、平
穏に請願する権利を有し、何人も、
かかる請願をしたためにいかなる差
別待遇も受けない。

※�今回の議会では、Ｐ３の議
案 議２〜４が陳情でした。
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公共施設調　査結果報告公共施設調　査結果報告
公共施設調査結果報告

※�広報みしま12月号P3に本町の備蓄品
の配備状況が掲載されています。

（3）各地区集会所・備蓄倉庫
○�屋外の備蓄倉庫では、冬季間の管理が必要なため、
備蓄品は集会所内で保管したほうが良いのではない
か。
○�屋外倉庫で保管の場合は、地区で管理するのか、町
で管理するのか、明確にする必要がある。
○�消費期限が切れたり、間近の備蓄品が大量にある
が、効果的な使い方の検討してほしい。
○�消費期限がずれるよう、今後は計画的な購入をして
ほしい。

（7）滝谷分校
○�早急に解体すべきである。

（8）旧西方中学校
○�旧校舎収蔵庫は、以前の調
査より整理されていてよか
った。

（9）桧原地区水源地
○�倒木による停電に備え、事
前伐採が行われている現場
の確認。

（6）桐製品
○�毎年様々な製品を作っても、商品の宣伝、営業がな
されていないように見受けらる。しっかりとした宣
伝、営業が必要であり、今後の販売戦略・宣伝計画
を出してほしい。
○�宣伝効果、費用対効果（価格の妥当性含め）の検証
をすべきである。

桐製品（会津宮下駅待合室）

三島地区備蓄倉庫（上ノ原地内）

滝谷分校 収蔵庫内部 桧原地区水源伐採地
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公共施設調　査結果報告公共施設調　査結果報告
公共施設調査結果報告

11月7日（金）、全議員で下記の公共施設を視察し、今
後のあり方について協議し、町当局へ議会の意見を提出
するとともに、今後の方針や具体的な計画等について示
してもらえるよう依頼しました。視察した施設に関する
議会の主な意見をお伝えします。

（1）美坂高原
○�町として10年以上続けてきたが、昔の状態に戻すこ
とは難しいと思われるので、費用対効果を考え、廃
止の選択肢も含めて検討が必要があるのではない
か。
○�活用するのであれば、しっかりとした計画を立て、
将来の方向性により予算を投じるべきではないか。
○�行政主導による活用は難しいので、活用していくの
であれば、民間主導とし、活用、運用計画を出して
もらい、判断していくべきではないか。
○�キャンプ場として整備するならば、最低限の設備で
運営すべきではないか。
○�施設運営約500万円、及び土地使用料約120万円と
いう状況を考慮すると、利活用場所の縮小、土地の
返還（部分的にでも）も検討すべきではないか。
○�以上踏まえ、今後の町の方針を示してほしい。
○�活用していない建物、残置物の整理が必要である。

（2）森の校舎カタクリ
○�今後も運営していくのであれば、夏季利用のために
エアコン導入は必須となるが、現在の利用状況や稼
働率を踏まえ検討する必要があり、維持管理費等の
費用対効果を踏まえると廃止も含め検討してほし
い。町の方針を示してほしい。
○�ロビーはじめ整理されていない残置物は、早急に処
分、整理をしてほしい。

百年杉

ブドウヅル栽培地

森の校舎カタクリロビー
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編
集
後
記

編
集
後
記

議
会
広
報
編
集
委
員
会

編
集
委
員
長
　
大
竹
　
克
昌

編
集
副
委
員
長
　
菅
家
　
三
吉

編
集
委
員
　
青
木
　
喜
章

〃

　
河
越
　
昭
利

〃

　
𠮷
垣
絵
梨
子

議会に傍聴においでください

3月議会は3月４日㈬に開会予定です。

議 会 の 主 な 動 き
▶ 2025年11月 ◀

１日㈯	 三島小まつり
４日㈫	 期成同盟会総会（主要地方道会津若松三島

線大谷工区）
	 第３回臨時会
５日㈬	 第３５回議員大会決議事項福島県及び出先機

関要望（議長）
７日㈮	 議会町内施設調査
８日㈯	 金山町合併７０周年記念式典（議長）
１１日㈫	 第６９回町村議会議長全国大会

（東京都・議長）
15日㈰	 ふくしま駅伝
１９日㈬	 議会広報編集委員会（委員）
２０日㈭	 県立宮下病院等後援会懇談会（議長）
２７日㈭	 議会全員協議会
	 三島町次世代の議会
２６日㈫	 議会運営委員会（委員）
	 自治体ＤＸトップセミナー（全議員）

▶ 2025年12月 ◀
２日㈫	 期成同盟会福島県要望
	 議会運営委員会（委員）
１１日㈭	 第４回定例会（～１２日）
２４日㈬	 広域議会臨時会（青木議員）

▶ 2026年1月 ◀
５日㈪	 三島町新春祝賀会並びに自治功労等表彰式
６日㈫	 三島町消防団出初式
９日㈭	 議会全員協議会
１４日㈬	 三島町補助金審査会（常任委員長）
１６日㈮	 第１回臨時会
	 議会運営委員会・議会全員協議会・議会広

報編集委員会
２９日㈭	 議会全員協議会

詳しくは町のホームページ等でお知らせいたします。

3月定例議会は、町の来年度の予算が審議される場です。
町の現状をみなさんに知っていただくために、
ぜひ多くの方にお越しいただければと思います。

町
民
の
皆
様
、
遅
く
な
り
ま
し
た
が
本

年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
新
年
早
々
に
衆
議
院
の
解
散
に

伴
い
、
先
日
2
月
8
日
に
衆
議
院
選
挙
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

「
高
市
旋
風
」
が
巻
き
起
こ
る
中
、
結

果
は
歴
史
的
な
自
民
党
の
圧
勝
と
い
う
結

果
に
終
わ
り
ま
し
た
。

今
回
の
選
挙
の
結
果
を
新
聞
で
見
る

と
、
当
町
の
投
票
率
は
77
・
７
９
％
で
県

内
自
治
体
に
お
い
て
2
位
の
投
票
率
で
し

た
。毎

回
国
政
選
挙
に
お
い
て
高
い
投
票
率

を
出
す
我
が
町
、
こ
れ
っ
て
政
治
家
の
方
々

は
ど
う
捉
え
て
る
の
と
思
っ
た
事
あ
り
ま

せ
ん
か
？

私
の
持
論
で
す
が
、
こ
れ
だ
け
国
政
に

町
民
が
声
を
あ
げ
て
い
る
の
で
、
高
い
投

票
率
を
誇
る
自
治
体
に
は
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
が
あ
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

交
付
税
や
地
方
譲
与
税
、
何
ら
か
の
補

助
金
な
ど
…

と
も
あ
れ
、
皆
様
の
大
切
な
1
票
を
真

摯
に
受
け
止
め
、
よ
り
良
い
政
治
を
し
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
菅
家 

三
吉
）


